
強
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
２
日
目
は
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
、
会

員
交
流
分
科
会
、
大
会
式
典
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
の
前

に
行
わ
れ
た
記
念
講
演
で
は
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
特
任

教
授
・
産
業
医
の
吉
村
健
佑
氏
が『
財
政
健
全
化
に
つ
な
が
る
！

健
康
経
営
の
実
装
と
実
践
』と
題
し
て
、講
演
し
ま
し
た
。
久
々

に
羽
を
伸
ば
し
、
沖
縄
の
美
し
い
自
然
と
美
味
し
い
料
理
を
堪

能
し
て
、
青
年
部
会
の
仲
間
た
ち
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
来
年
の
山
形
大
会
に
も
、
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ビ
ル
マ
ン
シ
ョ
ン
経
営
者
部
会

研
修
会
・
年
末
懇
親
会

日
　
時　

令
和
4
年
12
月
5
日
（
月
）

場
　
所　

銀
座
ア
ス
タ
ー
新
宿
賓
館

テ
ー
マ
　
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

講
　
師　

四
谷
税
務
署
法
人
課
税
第
２
部
門 

小
沢
上
席

参
加
者　

15
名

　

12
月
5
日
（
月
）、
ビ
ル
マ
ン
シ
ョ
ン
経
営
者
部
会
で
は
、

銀
座
ア
ス
タ
ー
新
宿
賓
館
に
お
い
て
、
講
師
に
四
谷
税
務
署
法

人
課
税
第
２
部
門
小
沢
上
席
を
お
招
き
し
て
、「
消
費
税
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
」
に
つ
い
て
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
概
要
、
免
税
事
業
者
の

場
合
、
適
格
請
求
書
発
行
事

業
者
の
義
務
等
に
つ
い
て
、
Q

＆
A
な
ど
に
よ
り
わ
か
り
や

す
く
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
終
了
後
、
年
末
懇
親

会
を
開
催
し
、
懇
親
を
深
め

ま
し
た
。

ビ
ル
マ
ン
シ
ョ
ン
経
営
者
部
会
実
務
研
修
会

知
ら
な
き
ゃ
危
な
い
！

改
正
民
法
・
不
動
産
登
記
法
（
所

有
者
不
明
土
地
関
係
）
の
あ
ら
ま
し

日
　
時　

令
和
5
年
2
月
8
日
（
水
）

場
　
所　

新
宿
歴
史
博
物
館　

２
階
講
堂

講
　
師　

深
沢
綜
合
法
律
事
務
所　

　
　
　
　

代
表　

柴
田
龍
太
郎
弁
護
士

参
加
者　

24
名

　

寒
さ
厳
し
い
２
月
８
日（
水
）、新
宿
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
、

ビ
ル
マ
ン
シ
ョ
ン
経
営
者
部
会
主
催
の
実
務
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
講
師
に
弁
護
士
の
柴
田
龍
太
郎
先
生
を

お
招
き
し
て
、『
知
ら
な
き
ゃ
危
な
い
！
改
正
民
法
・
不
動
産

登
記
法（
所
有
者
不
明
土
地
関
係
）の
あ
ら
ま
し
』と
い
う
テ
ー

マ
で
約
１
時
間
半
、
部
会
会
員
の
皆
さ
ん
や
、
四
谷
法
人
会
の

会
員
企
業
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
勉
強
し
ま
し
た
。

　

我
が
国
で
は
平
成
29
年
度
の
調
査
で
、
な
ん
と
国
土
の
約

22
％
も
の
広
大
な
土
地
が
、
い
わ
ゆ
る
『
所
有
者
不
明
土
地
』

に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
２
０
４
０
年
ま
で

に
は
更
に
倍
の
面
積
が
所
有
者
不
明
土
地
に
な
る
と
い
う
予
測

も
あ
り
、
こ
れ
ら
管
理
者
不
在
の
土
地
を
巡
る
問
題
が
年
々
深

刻
化
す
る
中
、
今
回
の
民
法
、
関
連
法

の
改
正
に
至
っ
た
そ
う
で
す
。
改
正
の

内
容
は
幅
広
く
多
岐
に
わ
た
り
、
先

生
か
ら
頂
い
た
レ
ジ
ュ
メ
は
な
ん
と

１
４
６
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
も
の
で
、
1

時
間
半
の
研
修
時
間
で
そ
の
全
て
を
学

ぶ
こ
と
は
と
て
も
出
来
ま
せ
ん
が
、
柴

田
先
生
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り

や
す
く
解
説
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
柴

田
先
生
、
ま
た
参
加
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　
（
ビ
ル
マ
ン
シ
ョ
ン
経
営
者
部
会　

山
口
拓
男
）

四
谷
税
務
署
広
報
大
使

「
ク
リ
ア
ソ
ン
新
宿
　

石
井
圭
太
選
手
」
に
委
嘱

日
　
時　

令
和
5
年
2
月
10
日
（
金
）
午
後
2
時
～
3
時

会
　
場　

新
宿
区
四
谷
保
健
セ
ン
タ
ー
5
階
多
目
的
室

主
　
催　

四
谷
税
務
署
、
新
宿
税
務
署

後
　
援　

四
谷
法
人
会
、
新
宿
法
人
会

協
　
力　

ク
リ
ア
ソ
ン
新
宿
、
新
宿
区
役
所

　

四
谷
税
務
署
、
新
宿
税
務
署
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
便
性
や
確
定

申
告
の
周
知
広
報
を
目
的
と
し
て
、
令

和
5
年
2
月
10
日
（
金
）
午
後
2
時
か

ら
新
宿
区
四
谷
保
健
セ
ン
タ
ー
で
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
、
ク
リ
ア
ソ
ン
新
宿
の
石

井
圭
太
選
手
（
四
谷
税

務
署
）
と
瀬
川
和
樹
選

手
（
新
宿
税
務
署
）
に

広
報
大
使
を
委
嘱
し
ま

し
た
。

　

委
嘱
状
を
交
付
後
、

両
選
手
は
ス
マ
ホ
で
の

確
定
申
告
を
体
験
し
、

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

四
谷
法
人
会
と
新
宿

法
人
会
は
、
本
イ
ベ

ン
ト
を
後
援
し
て
い
ま

す
。

四
谷
法
人
会
・
四
谷
間
税
会
共
催

会
社
役
員
の
た
め
の

確
定
申
告
研
修
会

日
　
時
　
令
和
5
年
2
月
3
日
（
金
）
午
後
2
時
～
4
時

会
　
場
　
新
宿
歴
史
博
物
館　

２
階
講
堂

内
　
容

　
⑴
所
得
税　

　
　

講
師
：
四
谷
税
務
署
個
人
課
税
第
１
部
門　

藤
岡
上
席

　

⑵
譲
渡
所
得
・
贈
与
税　

　
　

講
師
：
四
谷
税
務
署
資
産
課
税
第
１
部
門　

神
川
上
席

参
加
者
　
17
名

　

第
一
部
は
、
所
得
税
に
つ
い
て
、
四
谷
税
務
署
個
人
課
税
第

１
部
門
藤
岡
上
席
か
ら
、
全
国
法
人
会
総
連
合
発
行
の
「
令
和

４
年
分　

会
社
役
員
の
た
め
の
確
定
申
告
実
務
の
ポ
イ
ン
ト
」

を
使
用
し
て
、
会
社
役
員
の
方
が
確
定
申
告
を
す
る
場
合
、
ど

の
よ
う
な
点
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
所
得
税

の
基
本
的
な
仕
組
み
だ
け
で
な
く
、

役
員
の
方
に
か
か
わ
り
の
深
い
不

動
産
の
貸
付
け
、
会
社
と
役
員
間

の
取
引
な
ど
に
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ

て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
譲
渡
所
得
・
贈
与

税
に
つ
い
て
、
四
谷
税
務
署
資
産

課
税
第
１
部
門　

神
川
上
席
か

ら
、
役
員
の
方
に
か
か
わ
り
の
深

い
不
動
産
の
譲
渡
、
株
式
等
の
譲

渡
並
び
に
贈
与
税
の
申
告
に
当

た
っ
て
の
注
意
点
を
事
例
を
示
し

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

公
益
事
業
委
員
会

救
命
講
習
（
救
命
入
門
コ
ー
ス
、

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
習
）
を
開
催

「
救
命
入
門
コ
ー
ス
」

日
　
時　

令
和
4
年
11
月
22
日
（
火
）

会
　
場　

四
谷
消
防
署

内
　
容　

胸
骨
圧
迫
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
中
心
に
学
ぶ
コ
ー
ス

参
加
者　

18
名

「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
習
」

日
　
時　

令
和
5
年
2
月
22
日
（
水
）

会
　
場　

四
谷
消
防
署

内
　
容　

心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
異
物
除
去
、
止
血
法
な
ど

を
学
ぶ
コ
ー
ス

参
加
者　

11
名

　

四
谷
法
人
会
公
益
事
業
委
員
会
で
は
、
救
命
講
習
の
「
救

命
入
門
コ
ー
ス
」
と
救
命
入
門
コ
ー

ス
を
受
講
さ
れ
た
方
を
対
象
に
「
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
習
」
を
そ
れ
ぞ
れ

開
催
い
た
し
ま
し
た
。　

　
「
救
命
入
門
コ
ー
ス
」
を
受
講
さ
れ

た
方
に
は
、
四
谷
消
防
署
よ
り
受
講

証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
習
」
を
受
講
さ
れ

た
方
に
は
、
四
谷
消
防
署
よ
り
救
命

技
能
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

第
21
、
22
支
部
合
同
税
務
研
修
会

日
　
時　

令
和
4
年
11
月
17
日
（
木
）

会
　
場　

エ
ス
カ
イ
ヤ
ク
ラ
ブ
新
宿
文
化
ビ
ル
店

テ
ー
マ
　
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

講
　
師　

四
谷
税
務
署
法
人
課
税

            

第
１
部
門 

一
瀬
上
席

参
加
人
数　

15
名

　

令
和
4
年
11
月
17
日
（
木
）
17
時

30
分
か
ら
、15
名
の
参
加
者
を
得
て
、

エ
ス
カ
イ
ヤ
ク
ラ
ブ
新
宿
文
化
ビ
ル

店
に
お
い
て
、
第
21
、
22
支
部
合
同

の
税
務
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
、
令
和
5
年
10
月
1
日

か
ら
実
施
さ
れ
る
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
」、
四

谷
税
務
署
一
瀬
審
理
上
席
よ
り
、「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

の
概
要
―
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
理
解
の
た
め
に
」（
国
税
庁
）

に
基
づ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

第
36
回
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い（
沖
縄
大
会
）

日
　
時　

令
和
4
年
11
月
24
日
・
25
日

会
　
場
　
沖
縄
ア
リ
ー
ナ

参
加
者　

２
２
０
０
名

　

11
月
24
日
（
木
）
～
25
日
（
金
）、
第
36
回
全
国
青
年
の
集

い
沖
縄
大
会
が
、
沖
縄
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら

２
２
０
０
名
の
青
年
部
会
員
が
一

堂
に
会
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
、
中
止
や
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
３
年

ぶ
り
の
通
常
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

初
日
は
「
租
税
教
育
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
」
と
「
健
康
経
営
大
賞
」
の

発
表
が
あ
り
、
当
会
の
今
後
の
活

動
に
活
か
す
た
め
、
大
変
良
い
勉

四谷法人会会員のひろば 1617

四谷法人会トピックス



日　付 活　　　動 場　　　所 参加人数

本　部　活　動

12 月 6 日 正副会長会年末打ち合せ会 浅草・徳吉 9 名
1 月 5 日 四谷税務署への新年挨拶 四谷税務署 7 名

1 月 26 日 新年賀詞交歓会 アルカディア市ヶ谷 中止
2 月２日 理事会 東京貨物運送健保会館 37 名
2 月 2 日 正副会長会 東京貨物運送健保会館 6 名

2 月 10 日 四谷税務署スマホ確定申告広報イベント 四谷保健センター 3 名

部
　
　
会
　
　
活
　
　
動

女　性　部　会

11 月 21 日 絵はがきコンクール表彰式 四谷小学校 4 名
11 月 22 日 絵はがきコンクール表彰式 市谷小学校 6 名
11 月 25 日 絵はがきコンクール表彰式 富久小学校 4 名
11 月 28 日 絵はがきコンクール表彰式 東戸山小学校 4 名
12 月 5 日 役員会・年末懇親会 志満金 14 名／ 16 名
1 月 24 日 役員会 法人会 / オンライン 10 名

ビ ル マ ン シ ョン
経 営 者 部 会

（BM 部会）

12 月 5 日 研修会・年末懇親会 銀座アスター新宿賓館 15 名／ 17 名
2 月 8 日 実務研修会 新宿歴史博物館 24 名

2 月 21 日 役員会 法人会 17 名

青　年　部　会

11 月 24・25 日 第 36 回全国青年の集い沖縄大会 沖縄アリーナ・コザ運動公園 3 名
12 月 9 日 年末懇親会 東京割烹てるなり 32 名
1 月 29 日 第 20 回新宿シティハーフマラソン出走・応援 国立競技場 23 名出走応援６名
2 月 13 日 全体会議 法人会 23 名

源 泉 部 会
12 月 13 日 研修会 新宿歴史博物館 17 名
1 月 19 日 研修会 新宿歴史博物館 12 名
2 月 10 日 研修会 新宿歴史博物館 12 名

クリーニング部会 11 月 29 日 総会・税務研修会 法人会 7 名

委　　員　　会 2 月 15 日 広報委員会 法人会 11 名
2 月 22 日 総務委員会 法人会 8 名

支　部　活　動

11 月 17 日 第 21・22 支部合同税務研修会 エスカイヤクラブ新宿文化ビル店 15 名
12 月 2 日 第 20 支部役員会 炉庵 9 名
1 月 27 日 第 7 支部役員会 志満金 5 名
2 月 3 日 第 16 支部役員会 ラパン 5 名

2 月 13 日 第 21 支部役員会 吉兆伊勢丹新宿店 9 名
2 月 21 日 第 13・15 支部役員会 イル・ド・パスィオン 9 名

研修会・講演会

11 月 22 日 救命講習 救命入門コース 四谷消防署 18 名
1 月 17 日 インボイス制度研修会（主催：四谷税務署、共催：四谷法人会）法人会 13 名／ 18 名
1 月 25 日 インボイス制度研修会（主催：四谷税務署、共催：四谷法人会）法人会 8 名／ 18 名
2 月 2 日 インボイス制度研修会（主催：四谷税務署、共催：四谷法人会）法人会 10 名／ 6 名
2 月 3 日 会社役員のための確定申告研修会 新宿歴史博物館 17 名
2 月 6 日 特別講演会（主催：公益事業委員会） グランドヒル市ヶ谷 31 名
2 月 8 日 インボイス制度研修会（主催：四谷税務署、共催：四谷法人会）法人会 12 名／ 9 名

2 月 22 日 救命講習ステップアップコース 四谷消防署 11 名

サークル活動
〈フラダンス〉

日付 参加人数
12 月 9 日 4 名
1 月 13 日 8 名
2 月 24 日 5 名

会場：四谷保健センター

〈決算法人説明会〉
日付 参加人数

12 月 20 日午前 25 名
12 月 20 日午後 21 名

1 月 17 日 中止
2 月 21 日 23 名

会場：新宿歴史博物館

〈新設法人説明会〉
日付 会場 参加人数

12 月 15 日 四谷税務署 3 名
2 月 16 日 法人会 3 名

〈無料記帳指導〉
日付 参加人数

12 月 14 日 1 名
2 月 8 日 1 名

支部 法　　人　　名 代　表　者 業　　種

４ 鳳文堂印刷㈱ 定村美津江 印刷・製本業

13 ビズスプリング㈱ 金　　成昱 情報通信

14 QC ジャパン㈱ 泉谷　博司 コンサルタント業

17 ㈱ SAMON 奥脇　嘉人 小売業
（コンビニエンスストア）

支部 法　　人　　名 代　表　者 業　　種

18 ㈱ペリテックインターナショナル リムザン フィリップ IT 業

20 石丸商事㈱ 石川　和孝 不動産賃貸業

賛　助　会　員

㈱稲門管理 望田　正吾 不動産業

　新入会員名簿　2022 年 12 月〜 2023 年２月

事業活動報告　　　　　　　　　　　　2022 年 11 月 17 日〜 2023 年 2 月

日付 参加人数
11 月 24 日 8 名
11 月 29 日 8 名
12 月 1 日 8 名
12 月 6 日 9 名
12 月 8 日 8 名

12 月 13 日 9 名
12 月 15 日 7 名
12 月 21 日 10 名

日付 参加人数
1 月 10 日 7 名
1 月 12 日 6 名
1 月 18 日 7 名
1 月 24 日 6 名
2 月 1 日 5 名
2 月 7 日 6 名
2 月 9 日 6 名

2 月 14 日 7 名

〈法人税実務基礎講座〉
日付 参加人数

11 月 24 日 38 名
12 月 2 日 36 名
12 月 9 日 39 名

全 5 回　会場： 新宿歴史博物館

〈法人税申告書の書き方講座〉

日付 参加人数
2 月 22 日 16 名
2 月 28 日 15 名

全 9 回　会場： 新宿歴史博物館

18

〈中級簿記講座〉

全 16 回　　   会場：法人会

会場：法人会
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毎年 2月と 8月 東京貨物運送健保会館（新宿区四谷 1-23）を会場に、四谷法人会主催の
生活習慣病健康診断を実施しております。皆様の受診をお待ちしております。
あわせて、健康診断事後措置の保健指導・健康セミナー・健康相談等もご用命ください。
TEL03-5767-1714　FAX03-5767-1710　URL：http://zrf.or.jp

一般財団法人 全日本労働福祉協会

よつや健康お届け隊
インターバル速歩

『さっさか歩き』 『ゆっくり歩き』

～これがウワサのインターバル速歩～
寒さが緩み、暖かな春を感じる季節がやってまいりました。

春に桜の花が咲き誇ることで有名な外濠公園で、歩きながら春を感じませんか。

インターバル速歩とは

「さっさか歩き」と「ゆっくり歩き」を数分間ずつ交互に繰り返すウォーキング法。

信州大学大学院特任教授である能勢博先生によって、科学的根拠に基づき提唱されて

おり、各個人の筋力や体力に合った適度な強さで運動することができる。人の筋力や

その驚きの効果は･･･

・体力の向上

・生活習慣病の改善

・気分障害（うつなど）の改善

・睡眠の質の改善

・認知機能の改善

・関節痛の改善

・骨粗しょう症の改善

参照元：『健康寿命ネット インターバル速歩の効果』インターバル速歩のやり方

①視線は約 先を見て、背筋を伸ばした姿勢を保つ。

②足はできるだけ大股を意識して踏み出し、踵から着地する。

初めは と数えて、 歩目を大きく踏み出すようにする。

肘は 度に曲げて、腕を前後に大きく振る。

③速歩のスピードは「ややきつい」と感じる程度で行う。

④ 分間の「さっさか歩き（速歩）」と 分間の「ゆっくり歩き」を セットとし

日 セット以上、週 日以上を目標にする。

朝・昼・夕とこまめに分けても ！

平日に時間がとれない場合は、土曜日 分、日曜日 分と分けて
行ってもよいとされています。

『『ささっっささかか歩歩きき』』 『『ゆゆっっくくりり歩歩きき』』

～これがウワサの インターバル速歩～
寒さが緩み、暖かな春を感じる季節がやってまいりました。

春に桜の花が咲き誇ることで有名な外濠公園で、歩きながら春を感じませんか。

イインンタターーババルル速速歩歩ととはは

「さっさか歩き」と「ゆっくり歩き」を数分間ずつ交互に繰り返すウォーキング法。

信州大学大学院特任教授である能勢博先生によって、科学的根拠に基づき提唱されて

おり、各各個個人人のの筋筋力力やや体体力力にに合合っったた適適度度なな強強ささでで運運動動することができる。

そそのの驚驚ききのの効効果果はは･･････

一一般般財財団団法法人人 全全日日本本労労働働福福祉祉協協会会
TEL：：03-5767-1714 FAX：：03-5767-1710 URL：：http://zrf.or.jp/  

毎毎年年、、東東京京貨貨物物運運送送健健保保会会館館（（新新宿宿区区四四谷谷11--2233））をを会会場場にに四四谷谷法法人人会会様様主主催催のの
生生活活習習慣慣病病健健康康診診断断をを88月月にに実実施施ししてておおりりまますす。。皆皆様様のの受受診診ををおお待待ちちししてておおりりまますす。。
併併せせてて、、保保健健指指導導・・健健康康セセミミナナーー・・健健康康相相談談等等ももごご用用命命下下ささいい。。

・体力の向上

・生活習慣病の改善

・気分障害（うつなど）の改善

・睡眠の質の改善

・認知機能の改善

・関節痛の改善

・骨粗しょう症の改善

参照元：『健康寿命ネット インターバル速歩の効果』イインンタターーババルル速速歩歩ののややりり方方

①視線は約 先を見て、背筋を伸ばした姿勢を保つ。

②足はできるだけ大股を意識して踏み出し、踵から着地する。

初めは と数えて、 歩目を大きく踏み出すようにする。

肘は 度に曲げて、腕を前後に大きく振る。

③速歩のスピードは「ややきつい」と感じる程度で行う。

④ 分間の「さっさか歩き（速歩）」と 分間の「ゆっくり歩き」を セットとし

日 セット以上、週 日以上を目標にする。

朝・昼・夕とこまめに分けても ！

平日に時間がとれない場合は、土曜日 分、日曜日 分と分けて
行ってもよいとされています。



Q
株
主
総
会
の
開
催
通
知
を
株
主
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
住
所

宛
に
株
主
に
送
付
し
て
も
宛
先
不
明
と
い
う
こ
と
で
届
か

な
い
の
で
す
が
、
そ
も
そ
も
株
式
会
社
は
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

A
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

☆　

会
社
法
第
２
９
９
条
は
、「
株
主
総
会
を
招
集
す
る
に
は
、

取
締
役
は
、
株
主
総
会
の
日
の
２
週
間
（
前
条
第
１
項
第
３
号
又

は
第
４
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
と
き
を
除
き
、
公
開
会
社

で
な
い
株
式
会
社
に
あ
っ
て
は
、
１
週
間
（
当
該
株
式
会
社
が
取

締
役
会
設
置
会
社
以
外
の
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ

れ
を
下
回
る
期
間
を
定
款
で
定
め
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
期

間
））
前
ま
で
に
、
株
主
に
対
し
て
そ
の
通
知
を
発
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

Q
個
人
株
主
甲
さ
ん
は
、
配
当
金
は
振
込
送
金
で
き
て
い
る

も
の
の
、
５
年
以
上
に
亘
っ
て
通
知
だ
け
は
宛
先
不
明
と

い
う
こ
と
で
届
か
な
い
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
ら
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。

A
通
知
が
５
年
以
上
継
続
し
て
到
達
し
な
い
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
会
社
は
そ
の
株
主
に
対
す
る
通
知
を
省
略
す
る
と

い
う
対
応
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆　

会
社
が
株
主
に
対
し
て
す
る
通
知
又
は
催
告
は
、
株
主
名
簿

に
記
載
さ
れ
て
い
る
株
主
の
住
所
に
あ
て
て
発
す
れ
ば
足
り
（
会

社
法
第
１
２
６
条
第
１
項
）、
そ
の
通
知
又
は
催
告
は
通
常
到
達

す
べ
き
で
あ
っ
た
と
き
に
株
主
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る

（
会
社
法
第
１
２
６
第
２
項
）
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
会
社
が
株

主
に
対
し
て
す
る
通
知
又
は
催
告
が
５
年
以
上
継
続
し
て
到
達
し

な
い
場
合
に
は
、
会
社
は
当
該
株
主
に
対
す
る
通
知
又
は
催
告
を

す
る
こ
と
を
要
し
な
い
（
同
法
第
１
９
６
条
第
１
項
）
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

Q
第
２
問
の
場
合
、
個
人
株
主
さ
ん
の
送
付
が
で
き
る
住
所

を
改
め
て
調
べ
て
通
知
す
る
と
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な

方
法
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A
可
能
性
と
し
て
は
、
個
人
株
主
さ
ん
の
住
民
票
や
戸
籍
謄
本

等
を
地
方
公
共
団
体
の
機
関
か
ら
取
り
寄
せ
て
当
該
株
主

さ
ん
の
住
所
を
把
握
し
た
上
で
、
株
主
名
簿
に
住
所
変
更
の
手
続
き

を
経
由
し
て
貰
い
、
改
め
て
当
該
住
所
宛
に
送
付
す
る
と
い
う
方
法

を
取
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

☆　

本
人
以
外
の
第
三
者
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
第
12
条
の
３
第
１

項
及
び
戸
籍
法
第
10
条
の
２
第
１
項
に
基
づ
き
次
の
場
合
に
住
民
票

や
戸
籍
謄
本
等
の
交
付
請
求
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①　

自
己
の
義
務
を
実
施
す
る
た
め
に
住
民
票
・
戸
籍
謄
本
等
の
記

載
事
項
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

②　

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

③　

そ
の
他
、
住
民
票
・
戸
籍
の
記
載
事
項
を
利
用
す
る
正
当
な
理

由
が
あ
る
場
合

　

交
付
請
求
す
る
に
は
、
次
の
よ
う
な
事
項
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
必
要
書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

①　

権
利
又
は
義
務
の
発
生
原
因
及
び
内
容
並
び
に
当
該
権
利
を

行
使
し
、
又
は
当
該
義
務
を
履
行
す
る
た
め
に
戸
籍
の
記
載
事
項
の

確
認
を
必
要
と
す
る
理
由

②　

申
出
者
の
名
称
、
代
表
者
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

③　

当
該
申
出
の
対
象
と
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

④　

住
民
票
・
戸
籍
の
記
載
事
項
の
利
用
の
目
的
及
び
方
法
並
び
に

そ
の
利
用
を
必
要
と
す
る
事
由

　

詳
し
く
は
、
所
管
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
取
扱
い
が
異
な
っ
て

い
る
実
情
な
の
で
、
地
方
公
共
団
体
の
担
当
窓
口
で
確
認
し
、
交
付

請
求
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Q
第
２
問
と
同
様
に
配
当
金
は
振
込
送
金
で
き
て
い
る
の
に

５
年
以
上
に
亘
っ
て
通
知
だ
け
が
宛
先
不
明
と
い
う
こ
と

で
届
か
な
い
の
状
態
に
あ
る
法
人
株
主
乙
社
の
場
合
は
、
ど
の
よ

う
に
対
処
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

A
第
２
問
に
お
け
る
対
応
で
済
ま
せ
る
の
も
一
方
法
で
す

が
、
法
人
登
記
簿
謄
本
を
取
り
寄
せ
て
本
店
所
在
地
を
把

握
し
、
株
主
名
簿
に
住
所
変
更
の
手
続
き
を
経
由
し
て
貰
い
、
改

め
て
当
該
住
所
宛
に
送
付
す
る
と
い
う
方
法
を
取
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

☆　

法
人
登
記
簿
謄
本
は
、
誰
で
も
取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
当
初
に
株
主
名
簿
に
記
載
す
る
際
に
提
出
し
て
も
ら
っ

た
法
人
登
記
簿
謄
本
を
手
掛
か
り
に
所
轄
の
法
務
局
に
交
付
申
請

し
て
取
り
寄
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Q
個
人
株
主
丙
さ
ん
は
、
５
年
以
上
に
亘
っ
て
通
知
だ
け
が

宛
先
不
明
で
届
か
な
い
だ
け
で
な
く
、
配
当
金
も
振
込
送

金
で
き
て
い
な
い
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。

A
所
在
不
明
株
主
の
株
式
売
却
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
会
社
は
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
所
在
不
明
株
主
の
株

式
を
鑑
定
価
格
等
で
強
制
的
に
買
い
取
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

☆　

会
社
が
会
社
法
第
１
９
６
条
第
１
項
に
基
づ
き
、
所
在
不
明

の
株
主
に
対
す
る
通
知
又
は
催
告
を
省
略
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て

も
、
会
社
は
任
意
に
そ
の
株
主
を
株
主
名
簿
か
ら
抹
消
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
会
社
は
、
そ
の
株
主
に
対
す
る
剰
余
金

の
配
当
等
の
義
務
も
免
れ
ま
せ
ん
の
で
、
会
社
に
は
、
所
在
不
明

の
株
主
を
管
理
す
る
た
め
の
費
用
と
手
間
が
生
じ
続
け
ま
す
。

　

所
在
不
明
株
主
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
所
在
不
明
株

主
の
株
式
を
買
い
取
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
、
株
主
と
連
絡
も
つ
か
な
い
の
で
す
か
ら
、
通
常
の
方
法

で
買
い
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
方
法
と
し
て
会
社
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
所
在
不
明
株
主
の

株
式
売
却
制
度
の
利
用
を
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　

会
社
法
第
１
９
７
条
、
第
１
９
８
条
は
、「
①
会
社
が
株
主
に

対
し
て
す
る
通
知
が
５
年
以
上
継
続
し
て
到
達
し
な
い
こ
と
②
そ

の
株
式
の
株
主
が
継
続
し
て
５
年
間
剰
余
金
の
配
当
を
受
領
し
な

か
っ
た
こ
と
」
の
２
つ
の
要
件
を
充
た
す
も
の
に
つ
い
て
、
株
主

の
承
諾
を
得
る
こ
と
な
く
、
競
売
又
は
一
定
の
方
法
に
よ
る
売
却

を
行
う
こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
。

　

会
社
が
所
在
不
明
株
主
の
株
式
の
競
売
・
売
却
を
行
う
に
当

た
っ
て
は
、
所
定
事
項
の
公
告
と
当
該
株
式
の
株
主
及
び
そ
の
登

録
株
式
質
権
者
に
対
し
て
各
別
の
催
告
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す

が
、
株
主
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
が
異
議
を
述
べ
な
い
ま
ま
に
３

か
月
以
上
の
異
議
申
述
期
間
が
経
過
し
た
場
合
に
、
裁
判
所
の
売

却
許
可
を
経
て
、
当
該
株
式
を
競
売
・
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
同
法
第
１
９
８
条
第
１
項
）
の
で
、
会
社
は
所
在
不
明
株
主

の
株
式
を
買
い
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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発
明
を
考
え
た
場
合
、「
企
業
に
商
品
化
し
て
も
ら
う
」
か
、「
自
分
で
費
用
を

捻
出
し
て
商
品
化
し
て
販
売
す
る
」
か
、
の
2
パ
タ
ー
ン
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ど

ち
ら
も
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
前
者
の
ほ
う
が
、
費
用
の
面
や
、

販
売
の
面
で
リ
ス
ク
が
少
な
く
、
個
人
発
明
家
に
は
お
勧
め
で
す
。

　

し
か
し
、
企
業
に
提
案
し
て
採
用
さ
れ
る
可
能
性
は
「
１
０
０
０
に
３
つ
」
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
。
そ
の
た
め
、
企
業
に
提
案
し
て
も
、
な
か
な
か
商
品
化
採
用
に

至
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
、「
絶
対
い
い
商
品
だ
か
ら
！
」
と

の
思
い
で
、
自
分
で
製
造
す
る
発
明
家
さ
ん
も
最
近
は
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
の
蓋
を
開
け
る
オ
ー
プ

ナ
ー
「
開
け
る
く
ん
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

発
明
し
た
の
は
御
年
89
歳
に
な
る
佐
藤
美
恵
子
さ
ん
。
年
齢
と
共
に
握
力
が
弱

く
な
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
開
栓
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
こ
と
が
発
明
の
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。

　

構
造
は
シ
ン
プ
ル
で
す
。
ゴ
ム
製
の
長
さ
４
㎝
ほ
ど
の
円
筒
状
で
、
片
側
に
紐

が
通
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
蓋
に
被
せ
る
だ
け
で
簡
単
に
蓋
が
開
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
ま
ま
蓋

に
被
せ
て
お
け
ば
、
人
と
集
ま
っ
た
時
の
飲
み
物
の
目
印
と
な
り
重
宝
さ
れ
ま
す
。

　

開
け
る
対
象
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
蓋
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
調
味
料
や

薬
の
瓶
、
サ
イ
ン
ペ
ン
の
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
に
も
使
え
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
試
作
を
作
っ
て
は
試
し
、
形
を
考
え
こ
の
形
状
に
た
ど
り
着
く
ま

で
４
年
を
要
し
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
は
絶
対
に
売
れ
る
！
」
と
思
い
、

輪
ゴ
ム
製
造
会
社
か
ら
少
量
仕
入
れ
よ
う

と
し
ま
し
た
が
、
切
り
売
り
は
し
て
い
な

い
と
の
こ
と
で
、
思
い
切
っ
て
30
ｍ
の
原

反
を
買
い
寄
せ
、
手
作
り
し
て
販
売
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
発
明
学
会
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

や
、
各
地
の
販
売
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
コ

ツ
コ
ツ
手
売
り
し
て
し
て
い
ま
し
た
が
、

あ
る
日
イ
ベ
ン
ト
で
、
卸
売
業
者
さ
ん
と
出
会
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
こ
の
商
品
の

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
卸
売
業
者
さ
ん
と
の
商
談
は
ト
ン
ト
ン

拍
子
に
進
み
、
東
北
６
県
の
「
生
協
」
と
の
取
引
が
決
定
。

　

最
初
の
注
文
は
１
、０
０
０
個
。
翌
月
は
１
、２
０
０
個
の
注
文
が
飛
び
込
ん
で

き
ま
し
た
。
も
う
こ
う
な
る
と
一
人
で
は
対
応
で
き
ず
、
旦
那
さ
ん
の
手
を
借
り

て
夫
婦
一
丸
と
な
っ
て
商
品
づ
く
り
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

商
品
の
反
響
が
よ
か
っ
た
ら
し
く
、
こ
ん
ど
は
関
西
の
生
協
で
も
注
文
が
入
っ
て

く
る
ほ
ど
に
。

　

多
い
時
は
１
カ
月
に
４
、５
０
０
個
以
上
の
注
文
が
入
り
、
寝
る
間
も
惜
し
ん
で

作
り
続
け
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
佐
藤
さ
ん
に
話
を
聞
く
と
「
ゴ
ム
を
原
反
で
購
入
す
る
と
、
一
つ
が
50
㎏

も
あ
っ
て
、
３
色
展
開
し
て
る
か
ら
１
５
０
㎏
に
も
な
っ
て
家
中
ゴ
ム
だ
ら
け
に

な
る
の
よ
。
け
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
が
こ
の
商
品
で
喜
ん
で
く
れ
る
の
は
う
れ
し

い
わ
ね
。
ま
だ
ま
だ
新
し
い
商
品
を
作
っ
て
行
き
た
い
わ
」
と
、
次
の
ヒ
ッ
ト
商

品
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
一
躍
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
「
開
け
る
く
ん
」

を
片
手
に
「
死
ん
で
る
暇
も
な
い
わ
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
の
が
印
象
的
で

し
た
。

　

購
入
者
か
ら
は
「
便
利
だ
っ
た
か
ら
リ
ピ
ー
ト
で
買
い
ま
し
た
」、「
友
達
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
ら
喜
ば
れ
た
」、「
シ
ン
プ
ル
で
使
い
や
す
い
」
な
ど
喜
び
の
評
価

を
多
数
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。
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上
12
階
建
て
の
四
谷
区
民
セ
ン
タ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
ン
ネ
ル
部
分
は
全
長
８
４
０

メ
ー
ト
ル
、
幅
２
２
．
５
メ
ー
ト
ル

で
新
宿
御
苑
の
地
下
を
通
り
新
宿
四

丁
目
で
明
治
通
り
を
横
断
し
て
甲
州

街
道
に
直
結
し
て
い
ま
す
。
ト
ン
ネ

ル
の
開
通
に
よ
り
、
四
谷
四
丁
目
―

新
宿
三
丁
目
―
新
宿
四
丁
目
間
は
甲

州
街
道
の
指
定
が
外
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
宿
シ
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の

コ
ー
ス
に
新
宿
御
苑
ト
ン
ネ
ル
が
組

み
込
ま
れ
て
い
て
、
第
21
回
大
会
は

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
１
月
28
日

（
日
）
に
開
催
予
定
で
す
。

　

内
藤
新
宿
が
開
か
れ
る
際
に
信
濃

国
高
遠
藩
内
藤
家
の
中
屋
敷
や
旗
本

の
屋
敷
な
ど
が
当
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
内
藤
家
の
五
代
目
当
主
内
藤

正
勝
の
葬
儀
を
執
り
行
っ
た
こ
と
か

ら
縁
が
で
き
た
寺
院
が
新
宿
二
丁
目

に
あ
る
霞
関
山
本
覚
院
太
宗
寺
で

す
。
境
内
に
は
江
戸
六
地
蔵
を
は
じ

め
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
、
内
藤
家

の
菩
提
寺
と
し
て
一
族
の
墓
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
は
椎
名
不
動
産
椎
名

社
長
の
ご
協
力
に
よ
り
エ
ク
シ
ー
ナ

四
谷
７
階
か
ら
新
宿
御
苑
ト
ン
ネ
ル

の
俯
瞰
写
真
を
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

外
苑
西
通
り
と
新
宿
通
り
が
交
わ

る
四
谷
四
丁
目
交
差
点
は
「
四
谷
大

木
戸
跡
」
と
す
る
東
京
都
指
定
旧
跡

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

甲
州
街
道
を
通
っ
て
江
戸
市
中
に

出
入
り
す
る
人
や
荷
物
を
取
り
締
ま

る
関
所
と
し
て
「
大
木
戸
」
が
設
け

ら
れ
た
の
が
１
６
１
６（
元
和
元
）年
。

　

１
６
５
３
（
承
応
２
）
年
に
は
多
摩

川
の
羽
村
取
水
堰
か
ら
掘
り
進
ん
で

き
た
玉
川
上
水
が
到
達
し
て
「
四
谷

水
番
所
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
甲

州
街
道
最
初
の
宿
場
内
藤
新
宿
が
１

６
９
９
（
元
禄
12
）
年
に
開
設
さ
れ

ま
す
。
宿
場
は
四
谷
大
木
戸
か
ら
新

宿
追
分
（
現
・
新
宿
三
丁
目
）
ま
で
１

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

四
谷
四
丁
目
交
差
点
は
、
新
宿
通

り
を
都
電
11
番
系
統
（
新
宿
駅
前
―

月
島
通
八
丁
目
）
が
通
っ
て
い
て
半

蔵
門
・
銀
座
を
経
由
し
て
隅
田
川
を

越
し
て
月
島
通
八
丁
目
ま
で
の
区
間

を
１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
に
廃
止

さ
れ
る
ま
で
結
ん
で
い
ま
し
た
。

　

交
差
点
の
新
宿
寄
り
に
は
東
京
ガ

ス
四
谷
営
業
所
、
東
京
都
水
道
局
大

木
戸
出
張
所
、
新
宿
文
化
会
館
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
一
角
が
区
画
整
理

さ
れ
て
「
新
宿
御
苑
ト
ン
ネ
ル
」
が

１
９
９
１
（
平
成
３
）
年
に
開
通
し

ま
し
た
。
取
り
壊
さ
れ
た
施
設
は
地

22

四
谷
四
丁
目
交
差
点
、
大
木
戸
付
近
か
ら
新
宿
方
向　

昭
和
39
年
10
月
（
新
宿
歴
史
博
物
館
蔵
）

太
宗
寺
境
内　

昭
和
30
年
代
（
新
宿
歴
史
博
物
館
蔵
）

新
宿
御
苑
ト
ン
ネ
ル　

新
宿
シ
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン　

平
成
31
年
１
月

四
谷
・
牛
込
今
昔
物
語　

第
８
回　

四
谷
四
丁
目
交
差
点
・
太
宗
寺

新
宿
御
苑
ト
ン
ネ
ル

新
宿
区
四
谷
区
民
セ
ン
タ
ー
（
中
央
の
白
い
ビ
ル
）

　
　

太
宗
寺　
　

四
谷
四
丁
目
大
木
戸
付
近
か
ら
新
宿
方
向

新
宿
区
文
化
会
館　

昭
和
50
年
３
月（
新
宿
歴
史
博
物
館
蔵
）
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令和５年２月１０日、山本香

門四谷税務署長、成相明子新

宿税務署長は、新宿を拠点と

するサッカークラブ「クリアソン

新宿（株式会社ＣＲＩＡＣＡＯ）」

の瀬川和樹選手（ＤＦ）、石井圭

太選手（ＭＦ）を広報大使に任

命し、e-Tax とマイナンバーの

利便性の広報について委嘱を

しました。

瀬川・石井両広報大使は、委

嘱状の交付式後、実際にスマ

ホでの確定申告を体験しまし

た。インタビューに「スマホ申告

は思っていた以上に簡単で便

利ですね」との感想でした。

(前列左から)成相新宿税務署長、瀬川大使、石井大使、山本四谷税務署長

(後列左から)本並新宿税務署副署長、古澤新宿法人会副会長、

山田四谷法人会副会長、丸屋四谷税務署副署長

(応援左から)イータくん、ケンタくん、マイナちゃん

瀬川大使 石井大使

【主催】四谷税務署、新宿税務署 【後援】四谷法人会、新宿法人会

【協力】株式会社ＣＲＩＡＣＡＯ（四谷法人会、新宿法人会の青年部会員）、新宿区役所

スマホでの確定申告を体験中の

瀬川大使（左）、石井大使（右）


